
平成26年度新宿区夏目漱石コンクール
優秀作品表彰式

第 部1

第 部2

第 部3

講演 「漱石と私」
　　 講師：夏川草介（作家・医師）

シンポジウム
「もっと若者に
　　　　 漱石を！」パネリスト：
夏川草介
森まゆみ（作家・地域文化研究者）

香日ゆら（漫画家）

吉住健一（新宿区長）

コーディネーター：
牧村健一郎（朝日新聞記者）　

Program

早稲田大学大隈記念講堂 大講堂26平成 年12 14 14:00 （13:15開場）開演月 日 日
▶日時 ▶会場

夏目漱石と
　　   青春

主催 共催 朝日新聞社　早稲田大学 ▶新宿区公式 HP  http://www.city.shinjuku.lg.jp/

2017年夏目漱石生誕150周年に向けて　新宿区夏目漱石記念施設整備プロジェクト Vol.3

講演会とシンポジウム
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平成26年度 新宿区夏目漱石コンクール 優秀作品表彰式

講 演「漱石と私」

「猫になって描いてみよう！ ～わがはいはネコである～」（小学生対象）

「わたしの漱石、わたしの一行」（中高生対象）

全国から応募された作品から優秀作品を紹介し表彰します。

夏川 草介

森 まゆみ（作家・地域文化研究者）

牧村 健一郎
（朝日新聞記者）

夏川 草介（作家・医師）

昭和5年（1930）東京都生まれ。東京大学文学部卒。文藝春秋に入社し、「週刊文春」「文藝春秋」
編集長、専務取締役、顧問などを歴任。『日本のいちばん長い日』『日露戦争史』『幕末史』な
ど著書多数。『漱石先生ぞな、もし』で第 12 回新田次郎文学賞、『ノモンハンの夏』で第 7 回
山本七平賞、『昭和史』で毎日出版文化賞特別賞を受賞。

昭和53年（1978）大阪府生まれ。信州大学医学部卒。医師として長野県内の
病院に勤務するかたわら、平成21年に小説『神様のカルテ』で作家デビュー。
同作は、第10回小学館文庫小説賞、第7回本屋大賞（第2位）を受賞し、ベ
ストセラーになった。また続編を含め2度にわたり映画化された。ペンネーム
の夏川の夏は夏目から、草介の草は「草枕」からとった。

昭和26年（1951）神奈川県生まれ。
早稲田大学政経学部卒。朝日新聞社
入社後、校閲部、アエラ編集部、学芸
部を経て、現在は文化くらし報道部
be 編集部。著書に『新聞記者夏目漱
石』『旅する漱石先生』など。

香日 ゆら（漫画家）

ベストセラー小説『神様のカルテ』の著者・夏川草介さんに、大
好きな作家・夏目漱石の魅力を語っていただきます。また地域医
療の最前線に従事する医師として、漱石の時代も現代も等しい、
人の命の尊さについて考えます。

　夏目漱石記念施設整備プロジェクトＶｏｌ．３～講演会とシンポジウム「漱石と青春」～
にご来場いただき、誠にありがとうございます。
　新宿区では、漱石生誕 150 周年となる平成29年２月の開館に向けて、漱石終焉の地
である新宿区早稲田南町７番地に（仮称）「漱石山房」記念館の整備を進めています。
　記念館の整備にあたっては、多くの方々のご参画をいただきたいと考え、「夏目漱石
記念施設整備基金」を設置し、昨年７月から寄付の受付を開始いたしました。ご厚志
をお寄せいただきました皆さまには心より御礼申し上げます。開館に向けて、引き続き
皆さまの温かいご支援・ご協力をお願い申し上げます。
　本日の第１部では今年度初めて実施した「新宿区夏目漱石コンクール」で優秀作品
に選ばれた皆さんに表彰状を授与します。そして第２部では、漱石ファンとしても知ら
れる夏川草介さんに夏目漱石の魅力や、人の命の尊さについてご講演いただきます。
第３部では、パネリストの方々から、若い世代にも伝えたい漱石文学の魅力を伺います。
　最後までゆっくりお楽しみいただき、漱石の世界や記念館整備に思いを馳せていただ
ければ幸いです。

Profile

シンポジウム
「もっと若者に漱石を！」

パネリスト

コーディネーター

講 師

４コママンガ

半藤 一利（作家）講 評

もっと若い世代に漱石を読んでもらいたい。第 2 部の講師・夏川草介さんに加え、
人気の下町エリア「谷根千（谷中・根津・千駄木）」研究家でもある作家の森まゆみさんや、
漱石と門下生を四コマ漫画で描く漫画家の香日ゆらさんにご意見を伺います。

©Yura Kouhi 2014
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「夏目漱石と青春」開催にあたって

2017 年夏目漱石生誕 150 周年に向けて
新宿区夏目漱石記念施設整備 プロジェクト Vol.3

昭和52年（1977）青森県生まれ。
趣味で漱石に関する漫画を描い
ていたところ、出版社の目にとまり
連載化。著書に漱石と門下生を
描いた漫画『先生と僕～夏目漱石
を囲む人々～』（全4巻）や『漱石
とはずがたり』（全2巻）がある。

昭和29年（1954）東京都文京区
生まれ。早稲田大学政経学部卒。
出版社編集者を経て、昭和59年
に地域雑誌「谷中・根津・千駄木」
を創刊し、谷根千ブームのきっか
けを作った。著書に『鴎外の坂』
『「青鞜」の冒険―女が集まって
雑誌をつくるということ』など。

吉住 健一 （新宿区長）

新宿区長　吉住 健一

昭和47年（1972）東京都新宿区生
まれ。日本大学法学部卒。
平成15年から新宿区議会議員2期、
平成21年から東京都議会議員2 期
務める。平成26年（2014）11月新宿
区長に就任。

夏目先生 実は…
香日ゆら
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漱石ゆかりの新宿のまちに、初の本格的
な漱石記念館を整備するため、区民の皆
さんをはじめ、多くの方にお力添えをいた
だきたいと考え、昨年7月に「夏目漱石記
念施設整備基金」を設置しました。目標
額を2億円として寄付の募集を開始し、
平成 26 年 11 月 21 日現在で 5,139 万
8,000 円（901 件）のご寄付をいただい
ています。ご厚志をお寄せいただいた皆
さんに心より御礼申し上げます。皆さんか
らの寄付は、記念館の建設と資料の収集
に活用します。引き続き、皆さまの温か
いご支援・ご協力をお願いいたします。

『牛になる事はどうしても必要です。吾々はとかく馬になりたがるが、牛には中々なり切れないです。（略）あせつては不可せん。頭を
惡くしては不可せん。根氣づくでお出でなさい。世の中は根氣の前に頭を下げる事を知つてゐますが、火花の前には一瞬の記憶しか與
へて呉れません。うんうん死ぬ迄押すのです。それ丈です。决して相手を拵らへてそれを押しちや不可せん。相手はいくらでも後から
後からと出て來ます。さうして吾々を惱ませます。牛は超然として押して行くのです。何を押すかと聞くなら申します。人間を押すのです。
文士を押すのではありません。是から湯に入ります』

大正 5年 8月 24日　夏目金之助
漱石が亡くなる３カ月前、芥川龍之介（当時 24歳）と久米正雄（同 24歳）に送った手紙から抜粋。「漱石全集第 15巻』（岩波書店）

夏目漱石記念施設整備基金に
ご支援・ご協力をお願いします

「漱石山房」記念館ともに創ろう、（仮称）

問い合わせ先 新宿区地域文化部 文化観光課 文化資源係
〒160‒8484 新宿区歌舞伎町 1‒4‒1　電話 03（5273）4126〈直通〉

 ● 記念館内に書斎・客間・ベランダ式回廊など「漱石山房」の一部を再現
 ● 常設展のほか、企画展や講座・イベントを開催し、漱石やその文学の世界を紹介
 ● 漱石に関する本を読みながら、ゆったりとした時を過ごせる図書室やカフェを設置

 ●２階………展示室（企画展示、常設展示）
 ●１階 ………山房再現展示、導入展示、ブックカフェ、ミュージアムショップ
 ● 地下１階 … 図書閲覧室、講座室、事務室・収蔵庫

諸室概要

　新宿区早稲田南町 7 番地整備予定地

平成 27 年度（2015）　建築工事着工
平成 28 年度（2016）　29 年 2 月  記念館開館

〈今後のスケジュール〉

漱石を発信する活気とにぎわいのある記念館に
漱石文学とともに、ゆったりと時を過ごせる記念館に

建築設計：フォルムデザイン一央株式会社


